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Genelec 7380A Smart Active Subwoofer

はじめに

Genelec製品をご選択いただきありがとうご
ざいました。できるだけ信頼性の高いサウンド
再現を提供することによる夢の実現は、1978
年以来私たちの情熱の源であり続けています。
すでに 100万台のGenelecモニターが世界各
地に存在しているのです ― Genelecのストー
リーへようこそ！ 

Genelecモニターは全て、フィンランドのイー
サルミ市にあるGenelecファクトリーにてデ
ザイン、クラフトマンによる組み立て、検証が行
われています。Genelec製品は数十年にわたり
使用できるよう設計されており、またGenelec
は製品の耐用年数にわたってオーナーが卓越し
たサポートとテクニカルサービスを得られるよ
う配慮しています。 

www.genelec.jp/customer-service/よりモ 
ニターをご登録ください。これにより 3年の
延長保証（トータル 5年保証）が受けられます。
Genelecサービスとテクニカルサポートにつ
いて詳しくは次のリンクからご覧ください。 
http://www.genelec.jp/customer-service

システム説明
Genelec 7380A SAMサブウーファーはアナ
ログまたはデジタルインターフェース接続に基
づく環境に簡単に統合できます。7380Aは他社
製メインスピーカーをベースとするモニタリン
グシステムの低域にも優れたGLM™ 機能を提
供します。

7380Aはマルチチャンネルアナログオーディ
オ信号およびステレオAES/EBU信号の正確
なモニタリングを実現するようデザインされ
ています。マルチチャンネルAES/EBU信号は
サブウーファーに接続されている 9301Aマル
チチャンネルのデジタルオーディオインター
フェースデバイスを使用することでモニターで
きます。

サブウーファーはユニット内蔵のコントロー
ルを使用して完全に設定できます。7380Aは
GLM（Genelec Loudspeaker Manager）ソ
フトウェアを使用して室内のモニタリング環境
に合わせて正確にキャリブレートすることも
可能です。GLMソフトウェアはMac OSおよ
びWindowsコンピューター上で動作し、サブ
ウーファーの詳細な音響キャリブレーションを
可能にします。また、GLMソフトウェアを 30
台以上のSAMモニターおよびサブウーファー
に対するモニタリング管理システムとして使用
することも可能です。

省電力モードでの 7380Aの消費電力は 2W未
満です。ISS（Intelligent Signal Sensing）は
オーディオ入力が一定時間ない場合にサブウー
ファーを省電力モードに自動的に切り替える

ことができます。入力信号を検出すると、サブ
ウーファーは自動的にフル動作状態に戻りま
す。ISS省電力モードに入るまでの待機時間
はGLMソフトウェアを使用して設定できます。
ISSがアクティブな場合、モニタリングシステ
ムを常に使用可能な状態に保つことができます。

同梱内容
このサブウーファーには、メイン電源ケーブル 
x 1、GLMネットワークケーブル（5m） x 1、お
よびこのオペレーティングマニュアルが付属し
ています。 

Genelec Loudspeaker 
Manager™ （GLM™） 

ソフトウェアとGLM User Kit

GLMソフトウェアは 7380Aを最大限に生か
し、ご使用の空間にカスタムフィットさせます。
GLMは www.genelec.jp/glm から無償でダ
ウンロードしてご使用いただけます。新機能を
確認するためにも折に触れてご確認ください。
また、クラウドベースバージョンの使用もご検
討ください。

GLMネットワークの構築と運用には、GLMア
ダプターや計測用マイクを含む必要なハード
ウェアから構成されるGLM User Kitが必要で
す。このキットは正規Genelecディーラーから
ご購入いただけます。

接続
信号ケーブルを接続する前に、サブウーファー
とモニターの電源をオフにします。 

アナログ入力 1～7
7380A SAMサブウーファーはバランスXLR
入力に対応します。これは一般的にコンソール
やモニターコントローラーにより供給される出
力です。最大バランスオーディオ信号レベルは
+24 dBuです。  

LFE入力
アナログLFE信号用に専用のXLR入力が用意
されています。LFE入力に供給される信号の
帯域幅は 120 Hzです。LFE入力感度は、メイ
ンチャンネルと同じ、またはメインチャンネル
に対して+10 dBに設定できます。この機能は、
［+10 dB DIP］スイッチまたはGLMソフト
ウェアを使用して設定できます。

AES/EBU入力
7380AサブウーファーではAES/EBUデジタル
オーディオXLR入力を使用できます。これはス
テレオデジタルオーディオ信号を取り込みます。  

マルチチャンネルデジタルオーディオモニタリ
ングは 9301Aインターフェースデバイスを使
用することで可能です。9301Aを 7380Aサブ
ウーファーのデジタルオーディオ入力に接続す
ると、XLRデジタルオーディオ入力を最大 4つ
まで拡張できます。これは、LFEチャンネルを
含む 7.1オーディオシステムに対応します。 

アナログ出力 1～7
アナログバランスXLRコネクターでサブウー
ファーをモニターに接続します。 

7380A SAMサブウーファーは 2種類の低域管
理手法に対応しています。選択されている手法
に応じて、これらのアナログ出力は、入力のフィ
ルターされていないコピー（SAM分散型クロ
スオーバー）またはハイパスフィルター済み信
号（固定クロスオーバー）のいずれかを伝送し
ます。 

固定クロスオーバーは 85 Hzに設定されていま
す。SAM分散型クロスオーバーでは、サブウー
ファーのクロスオーバーをGLMソフトウェア
で 50 Hzから 100 Hzの範囲で調整できます。 

詳しくは「ベースマネジメント」の章をご参照
ください。

LFE出力
アナログ［LFE Out］はアナログ［LFE In］で
の信号のコピーです。通常、［LFE Out］は複数
のサブウーファーを使用する際に次のサブウー
ファーの［LFE In］への接続に使用します。

リンク出力
アナログ入力 1～7の合計はアナログ［Link 
Out］にあります。［Link Out］は複数のアナロ
グ信号を使用しつつサブウーファーを使用する
際に次のサブウーファーへの接続に使用します。
「複数のサブウーファーを使用する」の章をご参
照ください。

リンク入力
アナログ［Link In］はアナログ［Link Out］か
らの信号を受信します。［Link In］は複数のア
ナログ信号を使用しつつサブウーファーを使用
する際に使用します。［Link In］が接続されて
いる場合、アナログ入力 1～7は接続してはい
けません。 

「複数のサブウーファーを使用する」の章をご参
照ください。

出力 1 / テスト 1
アナログ［OUT 1 / Test 1］出力XLRコネク
ターは、サブウーファーの位相をモニターに合
わせて調整するためのテストトーンを通過させ
ます。 



図 2：GLMネットワーク配線図。オーディオ配線は含まれていない
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7380A SAMサブウーファーがユニット内蔵
のコントロールを使用して設定されている場合、
テストトーンの周波数は 85 Hzです。テスト
トーンは［Test Tone］と表記されているDIP
スイッチで有効にできます。この出力の使用に
ついて詳しくは、「手動での位相調整方法」の章
をご参照ください。 

出力 2 / テスト 2
このアナログ出力XLRコネクターは今後の用
途用です。

AES/EBU出力
AES/EBU出力はAES/EBU入力のデジタル
オーディオ信号のビット単位のコピーです。こ
の出力は、複数のサブウーファーを使用する際
のサブウーファー間でのオーディオのデジタル
共有に使用できます。この出力はまた、ステレオ
のデジタルオーディオ信号を複数のモニターに
分配するのにも使用できます。これにより、2.1
デジタルオーディオのステレオモニタリングシ
ステムを作成できます。 

バイパス
バイパス入力には 6.3 mmのTRSまたはTSプ
ラグを使用できます。このプラグはコンタクト
のオープン /クローズスイッチデバイスに対応
します。TIP（チップ）をSLEEVE（スリーブ）
に接続すると、ベースマネジメントのバイパス
が有効になります。ベースマネジメントのバイ
パスが有効な場合、サブウーファーはLFE信号
のみを再現し、モニターにバイパスされる出力
は入力の完全なコピーとなります。 

バイパススイッチは、サブウーファーが内蔵の
コントロールを使用して設定されている場合を
想定して用意されています。 

GLMソフトウェアコントロールでもベースマ
ネジメントをバイパスすることができ、より幅
広いコントロールや調整が可能です。GLMを使
用する場合、TRSバイパスコントロールは必要
ありません。 

GLMマネジメントネットワーク
7380A SAMサブウーファーに内蔵のコント
ロールおよびキャリブレーション機能は全て
GLM（Genelec Loudspeaker Manager）ソ
フトウェアを使用して設定できます。サブウー
ファーにはコンピューターコントロール用に 2
基のGLMネットワークコネクターが提供され
ています。これらのコネクターはCAT5以上の
ケーブル（RJ45コネクター）に対応しています。
標準CATケーブルを使用できます。 

GLMマネジメントネットワークは独自のプロ
トコルで動作します。Ethernet接続ではありま

せんので、Ethernetネットワークには接続しな
いでください。 

電源入力
電源は幅広い電圧に対応しています（100-240 
VAC、50-60 Hz）。そのため、7380A SAMサ
ブウーファーは世界各地のあらゆる場所で使用
できます。商用電源が発電機、インバーター、低
品質のUPS機器により供給されている場合、商
用電源から高調波を除去し、電圧供給を安定化
させることをおすすめします。

図 1：7380Aのコネクターパネル

IN 3 IN 4OUT 3 OUT 4 IN 5 OUT 5

IN 6 IN 7OUT 6 OUT 7 LFE IN LFE OUT

LINK OUT

LINK IN

OUT 2IN 1 IN 2OUT 1
TEST 1 TEST 2

GLM NETWORK

A
N

A
LO

G
A

N
A

LO
G

A
N

A
LO

G

S
E

R
IA

L
N

U
M

B
E

R

7380A SMART ACTIVE SUBWOOFER

RESET TO
FACTORY
SETTINGS:
PUSH BUTTON
FOR 10 SEC

-40

+2

-2 -6

+4 +12+8

PHASE

LFE +10 dB

STORED
ISS
TEST TONE

A/B
DIGITAL LFE

-20 dB
-10 dBLEVEL

BASS ROLL-OFF

BYPASS

ON/OFF
LFE CHANNEL

ON OFF

-90°
-180°

-4 dB
-8 dB

INPUT dBu

100 dB SPL (1 m)
PRODUCING

MAINS INPUT
50 / 60 Hz 600 W
100 - 240 V~

MADE IN FINLAND www.genelec.com

WARNING
ELECTRIC SHOCK HAZARD. DO NOT OPEN. DO NOT
SUBJECT TO WATER OR MOISTURE. NO USER
SERVICEABLE PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO
QUALIFIED PERSONNEL. USE EARTHED MAINS
CONNECTION ONLY.

THIS DEVICE COMPLIES
WITH FCC PART 15 AND
CANADIAN ICES-003 RADIO
FREQUENCY CLASS B EMISSION
REQUIREMENTS. REFER TO
OPERATING MANUAL FOR FULL
INFORMATION.

LAITE ON LIITETTÄVÄ SUOJAKOSKETTIMILLA
VARUSTETTUUN PISTORASIAAN.
APPARATET MÅ TILKOPLES JORDET STIKKONTAKT.
APPARATEN SKALL ANSLUTAS TILL JORDAT UTTAG.

RISQUE DE CHOC ÉLECTRIQUE. NE PAS OUVRIR. NE PAS
EXPOSER À L'EAU OU L'HUMIDITÉ. AUCUN COMPOSANT À
L'INTÉRIEUR REMPLAÇABLE PAR L'UTILISATEUR. ADRESSER
TOUTE RÉPARATION À UN PERSONNEL QUALIFIÉ.
CET APPAREIL DOIT ÊTRE RACCORDÉ À LA TERRE.

AVERTISSEMENT

DIGITAL

OUT IN

アナログ入力/
出力端子

ロータリー
レベル調整

メイン入力

コントロール
スイッチ

バイパス
スイッチ端子

GLMネット
ワーク端子

電源スイッチ

AES/EBU
入力/出力端子



ベースマネジメント 
ベースマネジメント機能は、入力オーディオ信
号をサブウーファーのクロスオーバー周波数で
低周波成分と高周波成分に分離します。クロス
オーバー周波数を下回る信号成分はサブウー
ファーにより再現されます。クロスオーバー周
波数を上回る信号成分はモニターにより再現さ
れます。 

7380Aは、集中型ベースマネジメントと分散型
ベースマネジメントの2種類のベースマネジメ
ント手法に対応しています。 

集中型ベースマネジメント
集中型ベースマネジメントでは、モニターへの
信号供給に対して7380A SAMサブウーファー
のアナログ出力チャンネルで固定 85 Hzクロス
オーバーフィルターを使用します。アナログ信
号ケーブルは全てまずサブウーファーの［IN］
コネクターにルーティングされ、その後、［OUT］
コネクターから各メインモニターにルーティン
グされます。発信される信号から低周波成分は
除去されています。 

サブウーファー内蔵の固定ハイパスフィルター
は、内蔵コントロール使用時およびGLMソフ
トウェアに基づくコントロール時に使用できま
す。ただし、Genelecはいっそう柔軟性に優れ
た分散型ベースマネジメントの使用をおすすめ
します。 

分散型ベースマネジメント
分散型ベースマネジメントでは、モニターとサ
ブウーファーは全帯域幅のオーディオ信号を受
信し、フィルター処理は各モニターおよびサブ
ウーファー内部で個別に行われます。ローパス
フィルターとハイパスフィルターはGLMマネ
ジメントネットワークで同時に設定できます。
この方法は、GLMコンピューターマネジメン
トが使用されており、モニターがこの方法に対
応しているシステムでのみ使用できます。サブ
ウーファーのクロスオーバー周波数は 50 Hzか
ら 100 Hzの間で調整できます。 

分散型ベースマネジメントは3種類の信号配線
構成に対応しています。

・ 全てのチャンネルがチャンネルの入力 /出力
コネクター経由で対応するモニターにルー
ティングされている場合。

・ Yケーブルで各信号をサブウーファーの入力
コネクターとモニターの入力に分割している
場合。

・ 各チャンネルが 1つはサブウーファーへ、も
う 1つはモニターに出力するデュアル出力の
信号ソースの場合。

GLMコントロールネットワーク
を使用する

7380A SAMサブウーファーは、GLM（Genelec 

Loudspeaker Manager）ソフトウェア、Genelec
独自のモニター管理ネットワーク、Genelec 
SAMモニター全てに完全互換しています。 

GLMソフトウェアを使用して7380A SAMサ
ブウーファーをコントロールすることで、7380A 
SAMサブウーファーのポテンシャルを最大限に
活用し、20の室内音響補正パラメトリックフィ
ルターを使用できます。パワフルな室内音響補
正機能は、GLMソフトウェアを使用する場合に
のみ利用可能です。GLMネットワークの使用に
ついて詳しくは、GLMシステムオペレーティン
グマニュアルをご参照ください。

システム設定
7380A SAMサブウーファーは、GLMソフト
ウェアを使用してセットアップおよびキャリブ
レーションを行うと、全機能を最大限に発揮する
ことができます。GLM（Genelec Loudspeaker 
Manager）ソフトウェアおよびGenelec独自
のモニター管理ネットワークは次の機能を提供
します。 

・ 各モニターとサブウーファーに対する個別の
自動音響イコライゼーション

・ 自動レベル調整 

・ 距離キャリブレーション

・ サブウーファーのベースマネジメント調整 

サブウーファーが1つまたは複数の場合を含む
あらゆるシステムに対して自動化された音響イ
コライゼーションと調整を提供します。GLM
設定は素早く正確です。一般的な室内の狭帯域
低周波の共鳴と放射に正確に対処し、正確な周
波数特性補正を提供します。設定はコンピュー
ターを使用して制御したり、コンピューターが
使用されていない場合にも設定を利用できるよ
うにモニターやサブウーファーに保存したりで
きます。Genelecは、GLMを使用してSAMモ
ニタリングシステムを設定することをおすすめ
しています。セットアップ手順と使用について
の詳しい説明は『GLMシステムオペレーティン
グマニュアル』をご参照ください。

GLMを使用した設定は素早く行えます。手順
は次のとおりです。

・ 各モニター（およびサブウーファー）を
CAT5（RJ45）ケーブルで接続し、最後に
GLM Adapterデバイスのコントロールネッ
トワーク入力に接続します（図 1）。 

・ GLM Adapterデバイスをコンピューターの
USBコネクターに接続します。 

・ マイクスタンドを使用して、Genelec測定
用マイクをリスニング位置に配置し、マイク
を上向きに立て、マイクの最高部がエンジニ
アの耳の高さにくるようにします。マイクは
GLM User Kitの一部です。

・ GLM User Kitに付属のケーブルを使用して、

GLM Adapterデバイスをコンピューターの
USBコネクターに接続します。

・ GLMソフトウェアをGenelecウェブサイト
（www.genelec.jp）からダウンロードしま
す。 

・ GLMソフトウェアをインストールして、ソフ
トウェア内の指示に従ってシステムを計測し
て設定します。 

・ サブウーファーのコントロールにコンピュー
ターを使用しない場合、GLMソフトウェア
を使用して設定をサブウーファーに書き込み
ます（メニュー項目［Store］>［Store the 
Current Group Settings...］を使用）。

GLMソフトウェアを使用して音響設定を保存
した後は、GLMネットワークの接続を解除する
場合、［STORED］スイッチを［ON］の位置に
切り替えることで、設定を呼び出して有効にす
ることができます。  

GLMソフトウェアが有効で、7380A SAMサブ
ウーファーをコントロールしている場合、アナ
ログおよびデジタル入力の使用はすべてGLM
ソフトウェアによりコントロールされます。ソ
フトウェアでは、［Group］（グループ）の
［Input Type］（入力タイプ）でこれを設定しま
す。GLMソフトウェアでは、アナログとデジタ
ルのオーディオ入力の間で選択、切り替えるこ
とができます。 

内蔵設定を使用する場合（スタンドアロンの手
動モード）、AES/EBUデジタルオーディオ信
号がアナログ信号に優先します。これはつまり、
有効なデジタルオーディオクロックが検出され
た場合、アナログオーディオではなくデジタル
オーディオが選択されることを意味します。 

GLM音響設定が 7380A SAMサブウーファー
内に保存されており設定が有効な場合、入力は、
GLMソフトウェアの［Group］（グループ）設
定から選択します。

GLMを使用しないセットアップ

配線
このサブウーファーは、固定の 85 Hzアナロ
グクロスオーバーフィルターを提供します。こ
の固定クロスオーバーフィルターはサブウー
ファー出荷時にあらかじめ選択されています。
サブウーファーのアナログ出力全てには、この
モードでの動作時にハイパスフィルターがかか
ります。 

この方法を使用する場合、各信号ケーブルをま
ずサブウーファーに接続します。その後、ケーブ
ルを各出力からモニターに接続します。LFE信
号を使用する場合、LFE信号をサブウーファー
のLFE入力コネクターに接続します。このク
ロスオーバーモードを使用するのにコンピュー
ターからサブウーファーにアクセスする必要は
ありません。 



スタンドアロンコントロール
以下のコントロールでは、コントロールの効果
が生じるまでにわずかな遅延が生じます。これ
は正常動作です。

［ BASS ROLL-OFF ］コントロールは、境界
面が増えることにより生じる超低域のブースト
を補正します。4 dB単位で 20 Hzレベルを下
げます。個々のコントロールは合計され、両方
のコントロールを適用すると合計で 12 dBの減
衰が追加されます。両方のスイッチを［OFF］
の位置に切り替えるとレスポンスがフラットに
なります。 

［PHASE］スイッチはサブウーファーの位相を
調整します。これによりサブウーファーの位相
を選択したメインモニターに合わせることがで
きます。位相が正しく調整されていないと、ク
ロスオーバー周波数でオーディオレベルが下が
る原因となります。正しい位相調整はこのレベ
ルの低下を排除します。「位相スイッチを設定
する」の章をご参照ください。

［DIGITAL LFE］スイッチではLFE信号のロー
パス周波数を選択します（下の「LFEチャンネ
ル」参照）。選択可能な周波数は、［OFF］位置
で 85 Hz、［ON］位置で 120 Hzです。 

［LFE CHANNEL A/B］ではどのサブフレー
ムがLFE信号を伝送するのかを選択します。
［ON］はサブフレームAをLFE信号ルートと
して、［OFF］はサブフレームBをそれぞれ選
択します。サブフレームAがLFEに対して選択
されている場合、サブフレームBはメインチャ
ンネルのオーディオを伝送すると考えられます
（逆の場合も同じ）。

［LFE +10 dB］機能はLFEチャンネルレベル
を 10 dB単位で上げます。「LFE +10 dB機能
を使用する」の章をご参照ください。

［LEVEL］スイッチはサブウーファー出力レベ
ルをスケールダウンします。これらのスイッチ
設定は付加的で、ロータリーレベル調整コント

ロールの効果と組み合わせられます。 

［TEST TONE］ス イ ッ チ は 85 Hzテ ス ト
トーンをオンにします。このトーンはサブウー
ファーの位相を手動でキャリブレートするため
のものです。「手動での位相調整」の章をご参照
ください。

［ISS］スイッチは信号検出省電力機能を有効に
します。この機能は、一定期間にわたって入力信
号がない場合、サブウーファーを消費電力が極
めて低い省電力モードに切り替えます。 

［STORED］スイッチは、サブウーファー内
蔵のDIPスイッチ設定の代わりに、サブウー
ファーのメモリ内に保存されている室内音響補
正設定を選択できます。保存されている設定は、
GLMソフトウェアおよびGLMコントロール
ネットワークを使用して作成します。保存され
ている設定は、サブウーファー上のユーザーイ
ンターフェースコントロールに比べて、より優
れた柔軟性と正確性を提供します。

［ROTARY LEVEL CONTROL］ で は、
［LEVEL］スイッチに加えて、ラウドスピーカー
に相対するサブウーファーのレベルをこのポテ
ンショメーターで調整できます。

コネクターパネルライト
GLMソフトウェアへの接続を使用しない場合、
コネクターパネルのライトは緑で、通常の動作
モードであることを示します。赤はアンプのク
リッピングを、黄は熱過負荷をそれぞれ示しま
す。赤や黄の警告灯が表示された場合、レベル
を下げてください。 

位相スイッチを設定する
メインモニターとサブウーファーの間で位相が
正しく調整されていないと、クロスオーバー周
波数でオーディオレベルが下がる原因となりま
す（図 3参照）。

メインモニターとサブウーファーの間の位相調

整は、室内におけるリスニング位置、サブウー
ファーとモニターの位置に依存します。位相調
整は、これらの位置をまず決め、サブウーファー
とモニターレベルを調整してから行ってくださ
い。 

GLMソフトウェアは位相を自動調整できます。 

GLMが使用できない場合、以下の手動位相調整
を適用できます。

手動での位相調整

Genelec 7380Aサブウーファーには固定 85 
Hzクロスオーバー周波数での位相調整用の 85 
Hz周波数テストトーンジェネレーターが内蔵
されています。ケーブルを使用してモニターを
サブウーファーの［TEST 1］出力に接続します。
［TEST TONE］スイッチを［ON］に設定しま
す。サブウーファーとメインモニターを通して
85 Hzテストトーンが聞こえます。

・ -180°位相スイッチをオンとオフで切り替え
ます。リスニング位置でサウンドレベルが最
も低くなる位置に設定します。

・ -90°位相スイッチをオンとオフで切り替え
ます。リスニング位置でサウンドレベルが最
も低くなる位置に設定します。

・ 最後に、-180°位相スイッチを真逆の設定に
動かします。テスト信号をオフにします。これ
で位相調整は完了です。

LFE +10 dB機能を使用する
LFEチャンネルは通常メインチャンネルの 10 
dB下を録音するため、10 dBの余裕（ヘッド
ルーム）があります。

ほとんどのAVプロセッサーはLFEチャンネル
のレベルを復元させるためにLFEチャンネル

図 3：サブウーファーとメインモニターの間の位相の差異の影響 

85 Hz

位相差異：0°

85 Hz

位相差異：180°
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位相差異：270°
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3 1 3
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図 4：サブウーファー配置例。位置 1および
2はサブウーファーを 1台のみ使用する場合
のスタート位置として最適、リンクさせた 2
台を使用する場合にも良好。位置 3ではかな
りの低域のブーストが生じ、1台のみ使用す
る場合に空間イメージが非対称になる可能
性がある。位置 4もサブウーファー2台の場
合に最適。埋め込み設置（位置 5）も概して
良好に機能する。



に 10 dBを追加しますが、一部のミキシングコ
ンソールや小型コンソールにはLFEに+10 dB
のゲインを適用する機能が搭載されていません。
この制約を克服するため、Genelecサブウー
ファーは、+10 dB LFEゲイン選択チャンネル
を提供しています。このスイッチは［OFF］に
設定されています。

［LFE +10 dB］機能は、次のようなケースには
使用しないでください。

・ +10 dB LFEゲインがサラウンドサウンドプ
ロセッサーやミキシングコンソールの出力マ
トリックスなどの他のデバイスですでに使用
されている場合。

・ LFEチャンネルに+10 dBゲインを使用する
必要のないオーディオフォーマットを生成す
る場合。

追加情報

室内でのサブウーファーの配置
サブウーファーの配置は周波数特性とサウン
ドレベルに大きく影響します。特に、室内音響
の影響が強い場合はその傾向が顕著です。サブ
ウーファーの位置をわずかに変更しただけで周
波数特性に大きな違いが生まれます。まず、サ
ブウーファーは、部屋の中央線から若干ずらし
て、前方の壁際に配置します。リスニング位置
で周波数特性が最もフラットになる配置を見つ
けるには、システマチックな試行錯誤が必要と
なります。サブウーファーはできるだけ壁に近
づけて高出力になるよう設置します。サブウー
ファーを部屋の隅の近くに配置すると、低域の
レベルがブーストされますが、低域のサウンド
イメージが非対称になることがあります。壁か
らの距離がサブウーファーのドライバーから
0.6 m未満になるようにします。こうすること
で、サブウーファーから放射されたオーディオ
が壁に反響することで特定の周波数がキャンセ
ルされてしまうことによる低域のオーディオレ
ベルの損失を防ぐことができます。 

動作環境
このサブウーファーは室内でのみ使用するよう
デザインされています。動作温度範囲は 15～
35度で、相対湿度は 20～80%（結露なきこと）
です。結露を防ぐために、製品を低温環境で保
存または輸送した後に温かい部屋に運び入れた
際は、1時間ほど待ってから箱を開けて主電源
に接続してください。  

最小隙間
グリルに覆いを付けたり、グリルの前の隙間が
0.1 m未満になるところにサブウーファーを設
置しないでください。環境温度が 35度を超え
ないよう換気をするまたは十分な空間を取る必
要があります。サブウーファー下に通気用の隙
間を設けてください。厚みのあるカーペットは

図 5：上図のカーブは、85 Hzローパス
フィルタリング時のメインチャンネルの
周波数特性、LFEチャンネルの周波数特性、
7380Aの周波数特性へのベースロールオ
フ調整の効果を示している

電子機器の冷却に必要な換気を妨げる可能性が
あります。レフポートが正しく機能するよう、開
口部の前には少なくとも 7.5 cmの空間を設け
てください。

埋め込み設置
サブウーファーが壁やキャビネット内部に埋め
込む形で取り付けられている場合、アンプが十
分に冷却され、バスレフポートからの空気の流
れが妨げられないようにする必要があります。
サブウーファーと凹部の間に 7.5 cmの隙間を
設けてください。サブウーファーはドライバー
が部屋の方向を向いている状態で凹部の右側に
取り付けます。こうすることでバスレフポート
側に十分な空間を設けることができます。通気
に必要な隙間を除き、凹部の高さと奥行きは、サ
ブウーファーが納まるぴったりの大きさになっ
ていなければなりません。高さと奥行きに隙間
があると、不要な音響への影響が生じることが
あります。 

複数のサブウーファーを使用する
Genelec 7380Aサブウーファーは、高SPL用
途に複数台を組み合わせて使用することがで
きます。必要な配線はデジタル信号とアナログ
信号の場合で異なります。サブウーファー間の
距離が近い場合、サウンドレベルは一般的にサ
ブウーファーの数を 2倍にする毎に 6 dB単位
で上がります。サブウーファー同士が離れてい
る場合、サウンドレベルの上昇はそれより少な
くなります。サブウーファーの数を2倍にする
毎に 3 dB単位上昇すると考えておくと良いで
しょう。サウンドレベルの上昇を正確に理解す
るには、音響計測が必要になります。  

デジタル配線
信号ケーブルをチェーン内の1番目のサブウー
ファーのAES/EBU出力コネクターから次のサ
ブウーファーのAES/EBU入力コネクターに接
続します。デジタルLFEスイッチとLFEチャン
ネルA/Bコントロールスイッチがチェーン内の
全てのサブウーファーで同じ設定になっている
ことを確認します。

アナログ配線
アナログ信号で複数のサブウーファーをデイ
ジーチェーン接続する場合、ケーブルをリンク
出力コネクターから次のサブウーファーのリン
ク入力コネクターに接続します。LFE信号を使
用する場合、LFE出力を次のサブウーファーの
LFE入力にも接続します。 

複数のサブウーファーを使用する場合
のコントロールスイッチ設定

サブウーファーのキャリブレーションにGLM
ソフトウェアとソフトウェアのAutoCal機能を

図 4：サブウーファーを壁に埋め込む形で
取り付ける。レフポート側に隙間を設ける
必要がある点に注意

図 6：上図のカーブは 7380Aのフリー空
間での倍音歪み分析を示している。半空間
ではSPLは 6 dB高くなる
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使用することをおすすめします。その場合、サブ
ウーファーを手動で調整する必要はありません。 

1. GLMを使用できない場合、以下の手順で手
動で調整できます。サブウーファーを 1度
に 1台ずつオンにします。 

2. サブウーファーレベルをモニターのレベル
に合うようキャリブレートします。通常、リ
スニング位置で同じレベルを提供するには、
モニターもキャリブレートする必要があり
ます。サブウーファーのロータリーレベル調
整トリマーと適切なテスト信号を使用しま
す。通常、モニターには 1オクターブの約 1 
kHzのピンクノイズ信号が、サブウーファー
には 1オクターブの約 40 Hzのピンクノイ
ズ信号が使用されます。サウンドレベルメー
ターを使用する場合、重み付けを補正する必
要があります。たとえば、SPLメーターでA
特性を使用する場合、低域のレベル測定値を
中域に相対させて下げます。より高い正確性
を得るには、周波数特性を表示する音響計測
システムを使用することをおすすめします。 

3. 「手動での位相調整」の章の指示に従って 1
番目のサブウーファーの位相を調整します。 

4. チェーン内の全てのサブウーファーに対し
てひとつずつ手順 1から 3を繰り返します。

5. この方法で接続した 2つのサブウーファー
が互いに近くに配置されている場合、ベー
スレベルを 6 dB単位で上げます。1台のサ
ブウーファーと比較して、3台のサブウー
ファーではSPLが 9.5 dB、4台では 12 dB
上がります。サブウーファーのチェーン全
体のSPLレベルをメインモニターシステム
に合わせるために、全てのサブウーファーの
レベルを適切に下げます。

メンテナンス
サブウーファー内部にオーナー自身で点検修
理が可能な部分はありません。保守や修理は
Genelec認定サービスのみ実施可能です。 

保証
Genelecサブウーファーは、性能に影響を与え
る製造上の瑕疵および不具合に関して2年間保
証されています。www.genelec.jp/customer-
service/ よりモニターをご登録ください。これ
により 3年の延長保証（トータル 5年保証）が
受けられます。

安全性についての検討事項
7380Aは国際安全基準に準拠するようデザイン
されていますが、安全な動作を確保するため、以
下の警告と注意を順守する必要があります。

保守および修理をGenelec認定サービス以外
の者が実施してはいけません。 

・ サブウーファーエンクロージャを解体しては
いけません。

・ この製品を保護されたアースのない電源ケー
ブルおよび電源に接続して使用しないでくだ
さい。人身傷害の原因となる場合があります。  

・ 火事や感電を防ぐため、製品を水または湿気
に曝さないでください。 

・ 花ビンなど液体で満たされた物体をサブウー
ファーの上や付近に置かないでください。 

・ アンプはケーブルがアンプまたは電源コンセ
ントから取り外されていなければ電源から完
全には接続解除されません。

・ 十分な冷却を保つため、サブウーファーの背
後および周囲で空気が対流している必要があ
ります。サブウーファー周辺の空気の流れを
遮らないようにしてください。

・ このサブウーファーは 85 dBを上回る音圧レ
ベルを生成できますが、このレベルは聴覚に
恒久的な損傷を与える場合があります。

FCC規則への準拠
本製品は、FCC規則のパート 15に準拠してい
ます。動作は次の 2条件に基づきます。 

・ 本機器が有害な妨害の原因とならないこと、
および

・ 本機器が不要な動作の原因となる妨害を含む
あらゆる妨害を受信すること。 

注：本装置は、テストの結果FCC規則のパート
15に従い、クラスBのデジタルデバイスの制限
を遵守していることが確認されています。これ
らの制限は、住宅に設置するにあたり有害な妨
害に対する適切な保護を提供することを目的と
しています。本装置は無線周波エネルギーを発
生、使用、放射しており、指示に従わずに設置ま
たは使用された場合、無線通信への有害な妨害
の原因となる場合があります。ただし、特定の場
所に設置することによって妨害が発生しないと
いう保証はありません。本装置がラジオやテレ
ビの受信の有害な妨害の原因となる場合は（装
置電源をオン・オフすることでご確認いただけ
ます）、以下の対策を 1つ以上行って妨害を正す
ことをおすすめします。 

・ 受信アンテナの向きまたは場所を変更する。 

・ 装置と受信機の距離をさらに空ける。 

・ 受信機が接続されているコンセントとは別の
コンセントに装置を接続する。 

・ 取扱店または経験豊富なラジオ技術者または
テレビ技術者に相談する。

製造者によって明示的に許可されていない変更
を行うと、装置を操作する権限が無効になる場
合があります。



仕様

モデル 7380A

低域カットオフ周波数、–6 dB 16 Hz

高域カットオフ周波数、–6 dB（メインチャンネル /LFE） 100 Hz/120 Hz

ドライバー 381 mm 

高調波歪み、軸上、1 m、半空間、30～85 Hz
2次
3次

≤ 1% @ 100 dB SPL
≤ 2% @ 100 dB SPL

30～85 Hzを平均した短期正弦波最大音圧出力、軸上、半空間、1 m ≥ 119 dB SPL

ランダムピンクノイズの最大ピークSPL出力、半空間、1 m ≥ 123 dB SPL

残留ノイズレベル、軸上、1 m（A特性） <5 dBA

質量 69 kg

寸法（高さ x 幅 x 奥行き） 685 x 718 x 492 mm

シグナルプロセッシングセクション

信号コネクター 7.1チャンネルアナログ入力 /出力
アナログリンク入力 /出力

デジタルAES/EBU入力 /出力

アナログ信号入力コネクター、XLRメス、バランス、10kΩ

最大アナログ入力信号
アナログ入力感度（100 dB SPL @ 1 m）
調整範囲（［LEVEL］ディップスイッチ + ロータリーレベルコントロール）

pin 1 gnd、pin 2反転なし、pin 3反転

+24.0 dBu
-6 dBu

+48 dBu ～ -6 dBu

デジタル信号入力コネクター、XLRメス、110 kΩ
デジタル信号出力 / Thruコネクター、XLRオス、110 Ω 
 
デジタルオーディオ入力

ワード長
サンプルレート

デジタル入力感度（100 dB SPL @1 m）
デジタル入力最大減衰
正の値の入力ゲイン選択（GLMコントロール）

AES/EBUシングルワイヤ
AES/EBUシングルワイヤ 

 

16 - 24 bits
32 - 192 kHz

-30 dBFS
48 dB

+6、+12、+18 dB

コントロールネットワーク
タイプ
接続

プロプライエタリGLMネットワーク
2 x RJ45、CAT5ケーブル

GLMTM ソフトウェア周波数特性調整パラメトリックノッチフィルター 20

システムキャリブレーション Genelec GLM AutoCal™、GLMTM手動、スタンドアロン

サブウーファーの入力 /出力チャンネルでのクロスオーバー設定
集中型ベースマネジメント（アナログ信号用）
分散型ベースマネジメント（GLMコントロール）

入力ローパス固定 85 Hz、出力ハイパス固定 85 Hz
入力ローパス 50 Hz～100 Hzで選択可、出力フィルターなし

LFEカットオフ 120 Hz

ミッドバンド除去 >400 Hz ≥ 50 dB

ベースロールオフコントロール動作範囲（4 dB単位） 0 ～ –12 dB @ 20 kHz

位相整合コントロール 90° ステップ、ディップスイッチコントロール 
15° ステップ、GLMコントロール

アンプセクション 

短期アンプ出力 
（長時間出力はドライバーユニット保護回路により制限）

800 W

アンプシステムTHD（通常出力時） <0.01%

電圧 100-240 VAC 50/60 Hz

消費電力
スタンバイ、ISS有効
待機
フル出力、ピーク

 
 <2 W
40 W

600 W
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株式会社ジェネレックジャパン

＜本社＞

107-0052 

東京都港区赤坂二丁目22番21号

www.genelec.jp/customer-service/

修理お問い合わせ先 

＜ジェネレックサービスセンター＞

e-mail：support@genelec.jp 

電話：050-3786-1236 

平日10:00 ～ 17:00

（夏季 / 年末年始休業を除く）
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